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　主な重点・
　新規方策

■起業するなら京都・プロジェクト
▶ スタートアップ企業が単独では実現困難なビジネスアイデアを実現するアクセラレー
ションプログラムの取組（世界中の有能な人材が京都に３ヶ月程度滞在し、ピッチ会や
アイデアソンの実施により投資を集める）を推進し、世界中から有能な人材や企業が集
う仕組みをつくります。
▶ 多様なニーズに対応したインキュベート施設を供給します。
▶ 創業支援、経営革新、販路開拓など、中小企業応援センターでトータルサポートしま
す。
▶ 高校生を対象にした「ベンチャー講座」を開設します。

■京都ＶＲ・ＡＲ拠点
　今後、産業・教育分野において需要拡大が見込まれるＶＲ・ＡＲ技術等について、企
業活動の積極的な支援や「京都ＶＲ・ＡＲ拠点」の形成を行います。
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■従業者一人当たりの付加価値額（製造業）を●千円に増加させる
　（2016年：14,551千円）

■新たに海外展開に取り組んだ企業数を●社に増加させる
　（2018年：10社（海外ビジネスセンターを通じた））

■農林水産業の産出額を●億円に増加させる
　（2017年：803億円）

■開業率を●％にアップさせる
　（2016年：4.3％）

基本方針
　企業のスタートアップから成長、継承まで、イノベーションが起こり続
ける最適な事業環境の創造を京都から進める

到達目標

数値目標
の候補

■オール京都「高度人材育成プログラム」
　新卒者から管理職、経営者までシームレスな研修をオール京都体制で実施するととも
に、中小企業大学校と連携し、高度人材を育成します。

■スマートアグリ･イノベーションセンター
　地域の実情に応じてＡＩやＩｏＴによるセンシングデータに基づく農業、漁業、養殖
業及び家畜の生産管理や、森林の境界情報及び木材情報の見える化等の取組を本格化さ
せるとともに、ロボットを活用した生産活動の自動化を進めます。

■産学連携型学習「京都『結(ゆい)』コンソーシアム（仮称）」
　実社会という生きた教材から答えのない問いに挑む｢課題解決型学習｣等の機会の充実
に向けて、企業や大学等とともに構成するコンソーシアムにより官民一体の教育を進め
ます。

■環境イノベーション創出プロジェクト
　ＩｏＥ（Internet of Energy）を利用したエネルギー需給の最適化や、産業・家庭に
おける再生可能エネルギー由来水素の利用促進を図るとともに、気候変動に適応するた
めの新たなビジネスを育成し、環境・経済・社会の好循環を生み出す取組を進めます。

■シェアリングエコノミー促進プロジェクト
　音楽等のサービスから自動車、衣服など、物の利用サービスへと広がりつつある、サ
ブスクリプション(定額）ビジネス分野も見据えて、地域資源を生かした京都独自のビジ
ネス展開を推進します。

■ミニＭＩＣＥ誘致促進プロジェクト
　学会等大規模なものだけでなく、会議や招聘旅行等小規模なものや、農家民宿の活用
等地域資源を活用した多様なＭＩＣＥを京都府域へ誘致します。

■起業するなら京都・プロジェクト

○産業拠点のネットワーク化
　・京都経済センター
　・丹後･知恵のものづくりパーク
　・北部産業創造センター
　・京都府産業支援センター
　・けいはんなオープンイノベーション
　　センターＫＩＣＫ　等

○コンテンツ産業の育成と、観光など多様
　な分野とのコラボレーションによる新ビ
　ジネスの創出

○「農業ベンチャー・インキュベーション
　ファーム」の開設

【スタートアップ支援】

●異業種交流、産学公連携等を通じた商品開
　発や人づくり

●後継者不足などにより事業継続が困難とな
　る前の早めの準備による事業承継

●農商工連携や６次産業化への取組

【企業・農家】

【承継・人材育成】

■オール京都｢高度人材育成プログラ
　ム｣

■産学連携型学習「京都『結(ゆい)』
　コンソーシアム（仮称）」

○中小企業の事業承継支援

○農業・林業大学校におけるＡＩ、ロ
  ボット技術等を活用したカリキュラ
  ムの開設

■ＭａａＳ・α促進プロジェクト
▶ ＭａａＳ（Mobility as a Service）など、新たなモビリティサービスの導入により、
利用者ニーズに即したシームレスな移動を生み出すとともに、持続可能な地域交通の確
立をめざします。
▶ クラウドサービスの新たな展開について「Mobility(交通利用のスマート化)」だけで
なく、「Communication（テレビ・Ｗｅｂ会議）」や「Factory（工場）」などのあらゆ
る分野においても、こうしたサービスを活用し、新たなビジネスを創出します。

【府民・地域】

●農家民宿の活用等地域資源を活用した多様な
　ＭＩＣＥにおける地域のおもてなし

●多様な主体(行政と結びつける中間組織など)
　と連携した、環境・経済・社会の好循環への
　積極的な取組

●スマートシティ、スマート農山漁村づくりと
　連携した、次世代型地域づくり

●京都発ベンチャーなどが生み出す新たな商品
  やサービスの積極的な利活用

施策体系図
ここでは、府の主な方策に加えて「新産業創造・成長」の京都をめざし、企業・
農家、府民・地域等の方々とともに取組を進めたい事項も記載しています。

【企業・農家、府民・地域等とともに取組を進めたい事項】

【成長支援・海外展開】

【ＡＩ・ＩｏＴ等の活用促進】

■ＭａａＳ・α促進プロジェクト

■スマートアグリ・イノベーションセ
  ンター

○大学やＡＩベンチャー企業と連携し
  た小規模事業者のＡＩ・ＩｏＴ活用
  支援
　
○ロボット技術の研究開発（けいはん
  なロボット技術センター）

■京都ＶＲ・ＡＲ拠点

■シェアリングエコノミー促進プロジェクト

■ミニＭＩＣＥ誘致促進プロジェクト

■環境イノベーション創出プロジェクト

○「京都海外ビジネスセンター」を設立し、
　「Made in Kyoto」をコンセプトとした
　ブランドの構築

○「NEO KOUGEI」の展示・紹介及び商談機会
  の創出等を行うため織物関係事業者がめざ
  す「TANGO OPEN CENTER（仮称）」の整備

○世界博物館会議(ＩＣＯＭ)京都大会を契機
　とした「KYOTO KOUGEI WEEK」の開催

○海外需要拡大に向けた「宇治茶プレミアム
　ブランド戦略」の推進
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